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8月5日（水）、地域おこし協
力隊の中村美皓さん（とこさ
ん）が葉梨中2年生を対象に自
身が取り組む仕事について語り
ました。 
 
この授業は、技術科の授業「商
店街のPR大作戦」の一環で子
どもたちが地元にある商店街に
ついて足を運んで調査。調べた
内容をPepperで話すプログラ
ムの 
 
中村さんのを聞いた生徒からは、
「商店街の魅力に気づけた。」
「」 

▲中村教育長より感謝状の贈呈 ▲作者の一人である粕谷さんより 
絵本の説明していただきました 

▲出席した藤枝母親大会連絡会の皆さん         ▲ばらの祈り～死の灰を超えて～ 

～原水爆被害を風化させないために～ 

第五福竜丸事件を描いた絵本を 
寄贈していただきました 

 このたび、藤枝母親大会連絡会より絵本を寄贈していただきました。
これを受け、8月6日（木）に教育長室にて寄贈式を実施し、中村教育長
より感謝状を贈呈しました。 
 今回寄贈していただいたのは、『ばらの祈り～死の灰を超えて～』で
す。1954年3月1日、アメリカがビキニ環礁で行った水爆実験で被害を
受けた焼津のマグロ漁船第五福竜丸と、当時無線長で犠牲となった久保
山愛吉さん家族を題材にした絵本となっています。 
 
 中村教育長は「第五福竜丸事件は、中学の歴史で扱う内容なので大変
いい教材。各学校で活用させていただきたい。」と感謝を述べました。 
  
 いただいた図書は、今後市内各小中学校に配付します。 

藤枝市は10日、総合教育会議を市役所で開き、本年度テーマの学校図書館の
充実に向けて教育委員らが協議しました。新型コロナウイルス感染拡大に伴
い、臨時休校し、先月から再開した学校の状況も報告された。市は本年度か
ら、市立小中学校の学校図書館司書を1人1校配置できるよう拡充を進めてい
る。これまでできなかった図書館を使った授業に意欲を見せる教員が増えた
り、図書たよりの発行回数が増加したりするなど効果が出ているという。委
員からは「司書だけ出なく、学校全体で図書館活用の意識を高めてほしい」
「図書館の調べる機能を高めることも重要」などの意見が出た。市は学校再
開後の児童生徒の様子や感染拡大防止対策、授業の進め方などを報告した。
子どもなりに学校生活で「新しい生活様式」に慣れようとしているが、登校
を渋ったり教員らに甘えたりする低学年児童もいるという。北村市長は「大
切なのは楽しく学校に行き、人の道を学ぶこと。教員は焦らずにのびのびし
た子どもたちを育ててほしい」と述べた。 


